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はじめに
国土地理院の役割国土地理院の役割

土地の測量及び地図の調製に関する施策を
通じて、地理空間情報の活用を推進

国民生活の向上及び国民経済の健全な発展に貢献

１．基盤となる地理空間情報を責任を持って整備・更新・提供

２．多様な地理空間情報が効率的に整備され、それらが誰に
でも容易に入手・活用される環境を整備

３．国内外における幅広い連携により、地理空間情報の活用
を推進

災害対応及び防災活動に寄与する
地理空間情報も多数整備・提供



「国土地理院から提供されている地理空間情報」

「国土地理院から提供されている地理空間情報」



「国土地理院から提供されている地理空間情報」

災害対応及び防災活動に寄与する
地理空間情報を整備

浸水範囲の簡易的な予測

1/2500の縮尺相当の情報を持った基盤地図情報(道路
縁、建物、海岸線など)と、5mメッシュの標高データを重
ね合わせると、どのような場所が低くなっているのかが

わかります。

浸水予測5m

基盤地図情報(2500+5mメッシュ標高)を利用基盤地図情報(2500+5mメッシュ標高)を利用

浸水予測5m

浸水予測10m

標高データのうち指定した標高以下の範囲を
異なる色で表示させると、

浸水予測を行うことができます。



土地の変遷の把握（１）

基盤地図情報+空中写真(1975)

基盤地図情報+空中写真(2009)

基盤地図情報(2500)+年代の異なる空中写真を利用基盤地図情報(2500)+年代の異なる空中写真を利用
年代の異なる空中写真を比較する
ことで、埋め立てた箇所が簡単に

わかります。

埋立地の範囲に、建物が多く存在することが
わかります。液状化現象による被害などの

予測を行うことができます。

基盤地図情報+空中写真(2009)

土地の変遷の把握（２）

左図の赤枠は、東日本大震災の際に
液状化現象が起こった範囲です。
・135棟が全壊
・被害は布佐地区の幅100m、
長さ300m程度の地域に集中

年代の異なる旧版地図を利用年代の異なる旧版地図を利用

平成18年 1/25000

住宅地

昭和5年 1/25000

池

昭和35年 1/25000

埋立地

年代別の旧版地図を比較すると、昔は池であった箇所を埋め立てて、現在は住宅地
になっています。埋め立てた場所で、液状化現象が起こったことがわかります。



地形の把握

平野部や山間部など、地形の特徴を
把握することができます。
建築物の密集地なども把握できます。

基盤地図情報(2500+5mメッシュ標高)を利用基盤地図情報(2500+5mメッシュ標高)を利用

GISの背景画像としての利用（空中写真・旧版地図）

基盤地図情報２５００

空中写真を重ね合わせ

空中写真や旧版地
図を背景画像として
利用することで、い
ろいろな情報を得る
ことができます。

最新の空中写真と重ね合
わせることにより、地図
データの更新ができます。

道路が新
設された

空中写真もしくは旧版地図+基盤地図情報を利用空中写真もしくは旧版地図+基盤地図情報を利用

旧版地図（昭和５年） 1/25000 過去のデータと重ね合わせると、池が埋め立てら
れ現在は住宅地になっていることがわかります。



災害発生前後の空中写真新旧比較図

災害発生前（昭和59年11月撮影） 災害発生後（平成23年3月12日撮影）

年代が異なる空中写真を利用年代が異なる空中写真を利用

災害発生前と災害発生後の同じ範囲の空中写真を比較することで、
どのような被災状況なのかを把握することができます。

下の写真は、東日本大震災の際に被災した東松島市野蒜海岸周辺の
年代の異なる空中写真の新旧比較です。

この例では、家屋の流出や浸水した範囲などを確認することができます。

比較している
空中写真の範囲


